
  

 

第１４２８回 例会 ２０２１年（令和３年）９月１３日 

 

前回（７月１９日）例会記録  

◇プログレス 平山 明彦 ＳＡＡ 

 

１．来客紹介 岡本 真太郎 親睦委員長 

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：１名 合計：１名 

  

２．会長の時間  宮原  彰 会長 

 

皆さん、ご承知の通りオリンピックの関係で、カレンダーの変更が何回かあります。 

本来ですと今日の１９日は海の日で祝日だったのですが、２２日に移り普通の日となりました 

ので、例会日となった次第です。 

そして１０月１１日のスポーツの日が２３日に移ってオリンピックの初日となります。 

更に８月１１日の山の日が８月８日に移ってオリンピックの最終日となって、札幌で早朝の 

マラソンがあり、そのまま閉会式へ続きます。そして翌日の９日が振替休日と言う流れです。 

そのオリンピックですが、いよいよ今週２３日金曜日から８月８日までの１７日間にわたって開催されます。 

どんなオリンピックになるのでしょうか。確か７月の１日か２日の夜でしたか、テレビを見ておりましたら、オリンピックの公式 

記録映画監督を務められる河瀬直美さんに密着したドキュメンタリーの放送がありました。 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 俣野 富美雄 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「今日も楽しい」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ ８月９月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話  国際ロータリー 第２６６０地区 ガバナー 吉川 秀隆 様 

・想い出のグリーングラス 

・おもちゃのマーチ 

・お山の杉の子 



 

 

それを見ていて感じたことですが、河瀬さんの話しでは競技そのものは、皆さんテレビで何度も見られるので記録映画と 

しては競技を支える人を追っかけてみたい、オリンピックを支える陰の人を徹底的に追っかけてみたいと話しておられ 

ました。 

今回の聖火リレーにも関心をお持ちの様で、メディアが聖火リレーそのものを頻繁に取り上げませんので、日本各地で 

聖火がどう扱われたのか、わからない。少なくとも、聖火リレーがオリンピックを盛り上げる役割にはなってないように 

思います。河瀬監督はオリンピックを蔭で支えている人を追っかけていると、オリンピックを中止した方がいいと、言えなく 

なります、との事です。 

これは、オリンピックの開催日が近づいてくる、コロナ感染者は減らない、開催するのかしないのか、開催すべき、中止せよ、

２つの意見の繰り返しで今日まで来たように思います。 

私の思いですが、リーダーがいないからです。オリンピックを引っ張って行く日本のリーダーは誰なのか、菅総理自身が 

私は主催者じゃないと言ってみたり、野党の質問に答えて､大会関係者の感染対策をしっかり講じ、安心して参加できる 

ようにすると共に､国民の命を守って行きますと、安全・安心を繰り返すだけではオリンピックを強行する説得力にはなら 

ないと思い続けて来ました。 

私の思いつきのコメントですが、オリンピックは世界の平和の為に開催するのです。 

世界には今も戦場が何か所もありますが、オリンピック期間中は休戦しております。戦火を止めることのできるのは 

オリンピックだけです。その為に「平和の祭典」として東京で開催するのです。  

今この時点で思っております事は、ここまで来たオリンピックです。せめて、日本や、世界の選手の為に、楽しく参加できた、

と喜んでもらえる、オリンピックにしていただきたいと思っております。 

オリンピックの代表に選ばれることが、どれだけ大変なことなのか競技の最終予選を見ながらそう思いました。 

男子１００メートルの決勝予選、桐生選手も漏れました。他の、競技も同じです。 

水泳女子の池江璃花子選手は、まさに命を懸けて、それこそ命を託してオリンピックの舞台に帰ってきたのです。 

選手の努力に報いる事の出来る会場を準備して、最高の走り、最高の演技をしていただきたいと願っているところです。 

私はテレビを見ながら応援したいと思っているところです。 

 

３．委員会報告  

◎ 親睦委員会 岡本 真太郎 委員長 

 先日お話させていただいて居りました家族親睦会ですが、まん延防止機関が８月２２日まで延長されたのを受け、 

会長幹事と検討した結果、今回は残念ながら、中止せざるを得ないと判断致しましたのでご報告申し上げます。 

また状況が落ち着きましたら改めて検討したいと思いますので、その節はお力添えの程よろしくお願い申し上げます。 

 

◎ 地区社会奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

7月１８日（日）にローターアクト第１回地区献血が大阪府内５ケ所で献血事業をおこないました。この事業は、ロータリー 

活動への理解や支援を深めると共にローターアクトクラブの認知度向上や会員増強につながる活動であります。 

場所は５ケ所で行いましたが、私はナンババス停横で献血のプラカードを持ち、ティッシュペーパーやうちわなどを 

配り、献血を呼びかけました。当日は暑くて汗びっしょりになりましたが、とても有意義な一日でした。 

 

４．ご案内 片岡 清夫 会員 

経済ジャーナリストの財部 誠一（タカラベ セイイチ）氏が発刊している情報誌のご案内です。 

【安いニッポン「価格」が示す停滞 中藤 玲（著者） 日本プレミアシリーズ】 

 



 

５．ニコニコ報告  新川 晃生 親睦委員 

平山 会員・・・・ＳＡＡ委員会の卓話です。よろしくお願い致します。 

澤田 会員・・・・７月１８日（日）地区主催ローターアクト地区献血の奉仕に行って参りました。暑かったです!! 

新川、小島、清水、俣野、宮原、岩崎、中西、坂本、天野、北野、塩尻、井澤、沖、竹内、原山、藤井、甚田、山川、 

洪、岡本(茂)、岡本（真）、片岡、吉本、大嶋、伊藤、松谷、岡野、中村、中嶋、 

  各会員・・・・梅雨が明け猛暑日が続きます 体調にご留意ください 

 

６．出席報告 平山 明彦 ＳＡＡ 

会員総数 ３８名 出席率計算会員数 ３７名 出席会員数 ３４名 出席率 ９２％ 

第１４２５回（６月２８日） 修正出席率 ９０％ 

 

７．委員会卓話 

◎ 「職業奉仕委員会」 山川 良知 委員長 

 

今年度、職業奉仕委員長を仰せつかりました山川です。 

私自身がまだロータリーにおける職業奉仕のあり方等を十分には理解できておりませんので、 

これから勉強していきたいと思っておりますが、今年度の大きな方針としては、地区職業奉仕 

委員会の方針・考え方を正しく理解し、皆さんと共有し、実践することをあげさせていただきたい 

と考えています。職業奉仕は、ロータリーの四大奉仕の一つですが、「ロータリーの樹」では、 

樹の幹の部分に位置づけられています。この意味や他の奉仕部門との関係等についての理解を

深め、会員の皆さんと共有していきたいと思います。 

 また、地区のホームページを見ますと、ロータリーの職業奉仕というためには、ロータリーは人づくりの視点を常に持つ 

必要があり、人づくりには自分づくりが必要だとされています。これについても、しっかりと意味を理解し、皆さんと共有 

できるようにしたいと考えています。 

具体的には、フォーラム等の機会や職場見学（コロナの状況次第ですが）等を通じて、皆さんと一緒に再確認や検討を 

していきたいと思っています。 

1年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

◎ 「青少年奉仕委員会」 洪  理恵 委員長 

 

今年度、青少年奉仕委員長を仰せつかりました洪です。 

船場ロータリークラブに入会して初めての奉仕活動ということで至らないことも多いかと思いますが、

自分自身も学びながら、精一杯、青少年奉仕の活動に取り組んで参りたいと思います。 

具体的な計画の中では、前年度はコロナ渦の影響で延期となっておりました開平小学校６年生に

よる協力会員企業さまへの訪問実施を１０月、５年生による協力会員企業さまへの訪問実施を 

１２月に予定しております。 

９月には前年度ご協力いただける予定であった会員の皆さまを優先的に再度お願いに上がりたいと考えております。 

１２月はまた新たにご協力いただける会員企業さまを募らせていただきます。 

また、大阪YMCAとの交流会やインターンシップの予定もございます。 

各計画の実施に向けて、各会員の皆さまのご意見やご協力を欠かすことはできませんので是非ともご協力の程宜しく 

お願い申し上げます。 



 

◎ 社会奉仕委員会 中嶋 啓至 委員長 

 

新型コロナの影響を受けて、前年度は活動が全く出来ていない状況でした。 

そして私自身も入会して約半年で緊急事態宣言となり、先日ＹＭＣＡの職業奉仕にようやく参加 

出来たものの、ほとんどの奉仕活動に参加出来ておりません。 

しかしながら、ワクチンの普及に伴い、今後は収束に向かうことも期待が出来るため、コロナの 

状況やクラブの運営状況を考慮しながら、出来る限りの活動は行っていきたいと考えています。 

まずは、社会奉仕に関する情報をクラブ全体、会員同士情報を共有しながら活動の幅を広げて

いきたい。現在、個人法人問わず、クラブ外で既に行っている又は知っている社会奉仕活動を、アンケート等で意見を出し

合い、今後の社会奉仕の活動の候補として検討していく予定です。 

例えば、私自身が経験したことのある癌患者を支援するリレーフォーライフ、病気の子供たちの夢を叶えるお手伝いの 

メイクアウィッシュオブジャパン、小児がんを支援するチャイルドケモハウスなどを新しい活動を取り入れてみたいとも考えて

います。献血活動なども良いかと思います。集まるのが難しい場合は、献血活動期間などを設けて、その期間中に献血に 

行っていただいたり、献血が難しい場合は、献血のお手伝いを行うのも良いかと思います。 

奉仕活動は、どこかの団体に所属しないと個人では難しい部分もあるため、奉仕活動を会員増強につなげても良いかと 

思います。可能であれば、体験例会だけでなく、ロータリークラブの奉仕活動にもゲスト参加いただき、クラブの活動を 

知っていただくことも検討しています。 

もちろん、前年度の計画にあった船場倶楽部の活動参加、開平小学校の職場見学会の実施も引き続き行っていきます。

一年間よろしくお願いします。 

 

◎ 「ロータリー財団委員会」 北野 克己 委員長 

 

ロータリー財団委員会としての第一の役目は皆様からの寄付集めです。 

年次基金寄付とポリオ寄付です。 

地区補助金は、この年次基金寄付より各々の奉仕委員会より要望が有った内より、地区に 

於いて同意したという理解の下で補助金が授与されます。 

マッチンググラントと云うのは、ロータリークラブと地区が他国のロータリアンと協力して 

国際的な人道的プログラムを遂行するのを援助することです。 

この援助金は、Ｒ.I.の恒久的基金より授与されます。 

本年度、年次基金寄付は一人ＵＳ１６０ドルで、ポリオ寄付は一人ＵＳ６０ドルです。又、恒久基金寄付（べネファクター）は 

一度にＵＳ１０００ドルです。出来れば、本年度１名以上の方に、このべネファクターをお願いしたいと考えています。 

よろしくお願い致します。 

 

◎ 「ＳＡＡ委員会」 平山 明彦 委員長 

 

1.  会員同士が自己研鑽と親睦を図る場として、楽しい例会の進行につとめます。 

2.  例会場におけるコロナ感染対策に留意する。例会場の設営については、テーブルの配

置、座席の指定につき、引き続き留意する。 

3.  フリートーク時間の活性化と職業奉仕卓話等も検討する。 

 

 



 

    【 国際ロータリー 第2660地区ガバナー 吉川 秀隆様プロフィール 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  ・・ガバナー月信７月号より・・ 

 

            ☆次回９月２７日（月）例会予定 

                   ・卓話 澤田会員 

 

 


